
(57)【要約】

本発明は、濃縮タンク（図示しない）の液面(3)付近か

ら上澄み液(2)を正確に注入し、フィードウェル(4)の液

を希釈する軸流ポンプ(1)を提供する。ポンプ(1)は、上

澄み液に沈ませるカップ形受液容器(5)を含む。ポンプ

はまた、水中羽根車(6)を含み、羽根車は、回転可能な

シャフト(7)に取り付けられ、液体を容器(5)から汲み出

して、それをフィードウェル(4)へ注入する。シャフト(

7)はモータおよび、関連するギアボックス（図示しない

）により駆動される。ポンプは、システムパラメータに

応答して、上澄み液の流量を調節する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 濃 縮 装 置 用 希 釈 装 置 に お い て 、 該 希 釈 装 置 は 、
　 水 中 ポ ン プ 手 段 を 含 み 、 該 ポ ン プ 手 段 は 、 希 釈 液 を 濃 縮 タ ン ク か ら 正 確 に 回 収 し 、 該 希
釈 液 を フ ィ ー ド ウ ェ ル へ 注 入 し て 、 そ れ に よ っ て 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル か ら 該 濃 縮 タ ン ク へ
転 送 す る 前 に ま た は 転 送 中 に 、 供 給 液 の 希 釈 を 行 な う こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 使 用 時 に 、 前 記 ポ ン プ 手 段 は 、 少 な く と も 一 部 を
前 記 濃 縮 タ ン ク に 沈 め 、 前 記 タ ン ク の 液 面 の 付 近 か ら 上 澄 み 液 を 汲 み 出 し 、 そ れ に よ っ て
前 記 供 給 液 を 希 釈 す る こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 希 釈 液 の 流 量 は 可 変 で あ り 、 １ つ 以
上 の 選 択 さ れ た シ ス テ ム パ ラ メ ー タ に 応 答 す る こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 流 量 は 、 ポ ン プ 速 度 を 調 節 す る こ と に よ っ て
変 化 さ せ ら れ る こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ か ら ４ ま で の い ず れ か に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 ポ ン プ 手 段 は 軸 流 ポ ン
プ を 含 む こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら ５ ま で の い ず れ か に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 ポ ン プ 手 段 は さ ら に 、
使 用 の 際 に 前 記 希 釈 液 に 沈 ま せ る 一 般 的 な カ ッ プ 形 受 液 容 器 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 希 釈
装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 ポ ン プ は 羽 根 車 を 含 み 、 該 羽 根 車 は 、 回 転 可
能 な シ ャ フ ト に 取 り 付 け ら れ 、 液 体 を 前 記 受 液 容 器 か ら 汲 み 出 し て 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル へ
注 入 す る こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 シ ャ フ ト は モ ー タ お よ び ギ ア ボ ッ ク ス に よ り
駆 動 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ７ ま た は ８ に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 羽 根 車 お よ び シ ャ フ ト は 、 該 羽 根 車
の 下 か ら 上 方 へ 延 び る 、 一 般 的 に 垂 直 方 向 へ 向 か っ て 伸 び た チ ャ ン バ 内 に 収 納 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 希 釈 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 チ ャ ン バ は 一 般 的 に 円 筒 形 で あ り 、 汲 み 上 げ
た 液 体 を 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル へ 送 り 込 む 出 口 ポ ー ト を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装
置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ か ら 10ま で の い ず れ か に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 希 釈 液 は 前 記 フ ィ ー ド
ウ ェ ル の 供 給 管 へ 注 入 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ か ら 10ま で の い ず れ か に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 希 釈 液 は 直 接 前 記 フ ィ
ー ド ウ ェ ル へ 注 入 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ か ら 12ま で の い ず れ か に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 使 用 時 、 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ
ル の 液 面 と 前 記 濃 縮 タ ン ク の 液 面 と の 間 の ヘ ッ ド 差 は 比 較 的 小 さ い こ と を 特 徴 と す る 希 釈
装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 濃 縮 タ ン ク と 、
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　 該 タ ン ク の 上 流 に 配 さ れ る フ ィ ー ド ウ ェ ル と 、
　 請 求 項 １ か ら 13ま で の い ず れ か に 記 載 の 希 釈 装 置 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 濃 縮 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 濃 縮 タ ン ク と 、 該 タ ン ク の 上 流 に 配 さ れ る フ ィ ー ド ウ ェ ル と を 有 す る 濃 縮 装 置 で 供 給 液
を 希 釈 す る 方 法 に お い て 、 該 方 法 は 、
　 水 中 ポ ン プ 手 段 を 設 け る 段 階 と 、
　 該 ポ ン プ 手 段 を 作 動 さ せ て 希 釈 液 を 前 記 濃 縮 タ ン ク か ら 回 収 す る 段 階 と 、
　 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル か ら 該 濃 縮 タ ン ク へ 転 送 す る 前 ま た は 転 送 中 に 、 該 希 釈 液 を 該 フ ィ
ー ド ウ ェ ル へ 注 入 し て 、 そ れ に よ っ て 、 供 給 液 の 希 釈 を 行 な う 段 階 と を 含 む こ と を 特 徴 と
す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 15に 記 載 の 方 法 に お い て 、 該 方 法 は さ ら に 、 前 記 ポ ン プ 手 段 を 少 な く と も 部 分 的
に 前 記 濃 縮 タ ン ク に 沈 め 、 そ れ に よ っ て 、 該 タ ン ク の 液 面 付 近 か ら 上 澄 み 液 を 汲 み 出 し て
、 前 記 供 給 液 を 希 釈 す る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 15ま た は 16に 記 載 の 方 法 に お い て 、 該 方 法 は さ ら に 、 １ つ 以 上 の シ ス テ ム パ ラ メ
ー タ を 測 定 し 、 該 測 定 さ れ た シ ス テ ム パ ラ メ ー タ に 応 じ て 前 記 希 釈 液 の 流 量 を 調 節 す る 制
御 手 段 を 設 け る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 請 求 項 15か ら 17ま で の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 ポ ン プ 手 段 は 軸 流 ポ ン プ を
含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 15か ら 18ま で の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 ポ ン プ 手 段 が 前 記 希 釈 液 に
沈 め ら れ る 一 般 的 な カ ッ プ 形 受 液 容 器 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 19に 記 載 の 方 法 に お い て 、 該 方 法 は 、 液 体 を 前 記 受 液 容 器 か ら 汲 み 出 し て 、 こ れ
を 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル へ 注 入 す る 更 な る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 15か ら 20ま で の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 希 釈 液 を 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ
ル の 供 給 管 の 中 へ 注 入 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 15か ら 20ま で の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 希 釈 液 を 直 接 前 記 フ ィ ー ド
ウ ェ ル へ 注 入 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 請 求 項 15か ら 22ま で の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に お い て 、 該 方 法 は 、 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル
の 液 面 と 前 記 濃 縮 タ ン ク の 液 面 と の 間 に 比 較 的 小 さ な ヘ ッ ド 差 を 維 持 す る 更 な る 段 階 を 含
む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 状 懸 濁 物 お よ び パ ル プ 用 の 分 離 装 置 、 と く に 濃 縮 装 置 に お け る オ ー バ フ ロ
ー 液 の 再 生 利 用 に 関 す る も の で あ る 。 こ れ は 主 と し て 液 状 懸 濁 物 か ら 鉱 物 性 パ ル プ を 分 離
す る 用 途 に 開 発 さ れ た も の で あ り 、 こ れ を 以 下 に 本 願 に よ り 説 明 す る 。 し か し 、 本 発 明 は
こ の 特 定 の 用 途 の 分 野 に 限 定 さ れ な い と 理 解 さ れ る 。
【 発 明 の 背 景 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 技 術 に 関 す る 次 の 説 明 は 、 本 発 明 を 、 適 切 な 技 術 に 関 連 さ せ て 開 示 し 、 本 発 明 の 重
要 性 を 適 切 に 理 解 で き る よ う に す る こ と を 意 図 し て い る 。 し か し 、 反 対 の こ と が 明 記 さ れ
て い な い 限 り は 、 本 明 細 書 に お け る い か な る 従 来 技 術 に 対 す る 言 及 も 、 そ の よ う な 技 術 が
広 く 公 知 の も の で あ る こ と 、 ま た は そ れ が 当 分 野 に お け る 一 般 的 常 識 の 一 部 に 成 っ て い る
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こ と を 認 め る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 濃 縮 装 置 は 懸 濁 パ ル プ の 分 離 手 段 と し て 公 知 で あ り 、 鉱 物 処 理 お よ び 抽 出 の 分 野 ば か り
で な く 、 ま た 他 の 産 業 に お い て も 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 公 知 の 濃 縮 装 置 は 代 表 的 に は 濃 縮 タ ン ク と フ ィ ー ド ウ ェ ル を 含 ん で い る 。 フ ィ ー ド ウ ェ
ル は チ ャ ン バ を 含 み 、 チ ャ ン バ は 、 供 給 ス ラ リ を 受 け る 入 口 と 、 タ ン ク と 液 体 連 通 し て い
る 出 口 と を 有 す る 。 使 用 中 は 、 凝 集 が タ ン ク に お い て 起 こ り 、 そ れ に よ っ て 比 重 が よ り 大
き い パ ル プ が タ ン ク の 底 に 向 か っ て 沈 殿 す る 傾 向 が あ り 、 濃 縮 パ ル プ の ベ ッ ド を 形 成 し 、
比 重 が よ り 低 い 希 釈 液 が そ れ に よ っ て タ ン ク の 上 部 の 方 向 へ 移 動 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 フ ィ ー ド ウ ェ ル は 入 っ て 来 る 供 給 ス ラ リ の 乱 流 を 低 減 さ せ て 、 凝 集 剤 を 液 体 に 混 合 し 、
さ ら に 、 処 理 さ れ た 液 が 濃 縮 タ ン ク へ 注 入 さ れ る 前 に 、 凝 集 剤 と 試 薬 間 の 反 応 に 対 し て 充
分 な 滞 留 時 間 が 与 え ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 フ ィ ー ド ウ ェ ル の 構 成 は 、 代 表 的 に は
そ の 出 口 か ら 濃 縮 タ ン ク へ 流 れ る ス ラ リ の 均 一 な 分 布 を 促 進 す る こ と も 意 図 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 供 給 ス ラ リ の 濃 度 は フ ロ ッ ク 形 成 率 と 、 最 適 な 分 離 を 達 成 す る た め に 必 要 な 凝 集 剤 の 投
入 量 率 と に 影 響 を 及 ぼ す 。 こ れ は 、 さ ら に 濃 縮 装 置 の 性 能 に 対 し て 、 凝 集 剤 消 費 量 と 比 較
し た オ ー バ フ ロ ー の 清 澄 度 お よ び ア ン ダ フ ロ ー の 密 度 の 点 で 影 響 を 及 ぼ す 。 し た が っ て 、
フ ィ ー ド ウ ェ ル へ 流 入 す る 供 給 ス ラ リ は 、 最 適 な 結 果 を 達 成 す る た め に 頻 繁 に 希 釈 を 必 要
と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 既 存 の 技 術 は 、 供 給 ス ラ リ の 希 釈 を い く つ か の 方 法 で 達 成 し て い る 。 あ る 方 法 は 上 澄 み
液 も し く は 新 規 の 液 体 を 供 給 流 に ポ ン プ で 送 り 込 む 。 し か し 比 較 的 に 、 よ り 新 し い 方 法 で
は 濃 縮 タ ン ク 内 か ら の 液 体 を 用 い て 供 給 流 を 希 釈 す る 。 こ の 新 規 の 方 法 は 代 表 的 に は 、 差
動 密 度 も し く は 運 動 量 輸 送 の メ カ ニ ズ ム を 採 用 し て 、 液 体 を 濃 縮 タ ン ク か ら 供 給 流 へ 移 動
さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ ら の 既 存 の 方 法 の 全 て が 欠 点 を 有 し て い る 。 ポ ン プ を 利 用 し て い る も の は 、 希 釈 液
を 移 送 す る の に か な り の 配 管 工 作 物 お よ び 電 力 を 必 要 と す る 。 反 対 に 、 差 動 密 度 お よ び 運
動 量 輸 送 の メ カ ニ ズ ム を 利 用 し て い る 内 部 シ ス テ ム は 、 相 対 的 に 、 よ り 単 純 で 、 わ ず か の
、 な い し は 、 ま っ た く 電 力 を 必 要 と し な い が 、 全 て の 作 動 条 件 に お い て 正 確 に 希 釈 を 制 御
す る 手 段 に 欠 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 技 術 の 欠 陥 の う ち の 一 つ 以 上 を 克 服 、 も し く は 実 質 的 に 改 良 す る こ と 、
ま た は 少 な く と も 有 用 な 代 替 手 段 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し た が っ て 、 第 １ の 側 面 と し て 、 本 発 明 は 、 濃 縮 装 置 用 希 釈 装 置 を 設 け 、 こ の 希 釈 装 置
は 、 水 中 ポ ン プ 手 段 を 含 み 、 ポ ン プ 手 段 は 、 希 釈 液 を 濃 縮 タ ン ク か ら 正 確 に 回 収 し 、 希 釈
液 を フ ィ ー ド ウ ェ ル へ 注 入 し て 、 そ れ に よ っ て フ ィ ー ド ウ ェ ル か ら 濃 縮 タ ン ク へ 転 送 す る
前 に ま た は 転 送 中 に 、 供 給 液 の 希 釈 を 行 な う 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 望 ま し く は 、 使 用 時 に 、 ポ ン プ 手 段 は 、 少 な く と も 一 部 を 濃 縮 タ ン ク に 沈 め 、 タ ン ク の
液 面 の 付 近 か ら 上 澄 み 液 を 汲 み 出 し 、 フ ィ ー ド ウ ェ ル で 供 給 液 を 希 釈 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 望 ま し く は 、 希 釈 液 の 流 量 は 可 変 で あ り 、 １ つ 以 上 の 選 択 さ れ た シ ス テ ム パ ラ メ ー タ に
応 答 す る 。 さ ら に 望 ま し く は 、 流 量 は 、 ポ ン プ 速 度 を 調 節 す る こ と に よ っ て 変 化 さ せ ら れ
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 望 ま し く は 、 ポ ン プ 手 段 は 軸 流 ポ ン プ を 含 む 。 さ ら に 望 ま し く は 、 ポ ン プ は さ ら に 、 使
用 の 際 に 希 釈 液 に 沈 ま せ る 一 般 的 な カ ッ プ 形 受 液 容 器 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 望 ま し く は 、 ポ ン プ は 羽 根 車 を 含 み 、 羽 根 車 は 、 回 転 可 能 な シ ャ フ ト に 取 り 付 け ら れ 、
液 体 を 受 液 容 器 か ら 汲 み 出 し て フ ィ ー ド ウ ェ ル へ 注 入 す る 。 さ ら に 望 ま し く は 、 シ ャ フ ト
は モ ー タ お よ び ギ ア ボ ッ ク ス に よ り 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 望 ま し く は 、 羽 根 車 お よ び シ ャ フ ト は 、 羽 根 車 の 下 か ら 上 方 へ 延 び る 、 一 般 的 に 垂 直 方
向 へ 向 か っ て 伸 び た チ ャ ン バ 内 に 収 納 さ れ る 。 さ ら に 望 ま し く は 、 チ ャ ン バ は 、 汲 み 上 げ
た 液 体 を フ ィ ー ド ウ ェ ル へ 送 り 込 む 出 口 ポ ー ト を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 １ つ の 実 施 例 に お い て 、 希 釈 液 は フ ィ ー ド ウ ェ ル の 供 給 管 へ 注 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 他 の 実 施 例 に お い て 、 希 釈 液 は 直 接 フ ィ ー ド ウ ェ ル へ 注 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 望 ま し く は 、 使 用 時 、 フ ィ ー ド ウ ェ ル の 液 面 と 濃 縮 タ ン ク の 液 面 と の 間 の ヘ ッ ド 差 は 比
較 的 小 さ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 第 ２ の 側 面 に よ れ ば 、 本 発 明 は ：
　 濃 縮 タ ン ク と 、
　 タ ン ク の 上 流 に 配 さ れ る フ ィ ー ド ウ ェ ル と 、
　 既 述 の 希 釈 装 置 と を 含 む 濃 縮 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 ３ の 側 面 に よ れ ば 、 本 発 明 は 、 濃 縮 タ ン ク と 、 タ ン ク の 上 流 に 配 さ れ る フ ィ ー ド ウ ェ
ル と を 有 す る 濃 縮 装 置 で 供 給 液 を 希 釈 す る 方 法 を 提 供 し 、 こ の 方 法 は ：
　 水 中 ポ ン プ 手 段 を 設 け る 段 階 と 、
　 ポ ン プ 手 段 を 作 動 さ せ て 希 釈 液 を 濃 縮 タ ン ク か ら 回 収 す る 段 階 と 、
　 フ ィ ー ド ウ ェ ル か ら 濃 縮 タ ン ク へ 転 送 す る 前 ま た は 転 送 中 に 、 希 釈 液 を フ ィ ー ド ウ ェ ル
へ 注 入 し て 、 そ れ に よ っ て 、 供 給 液 の 希 釈 を 行 な う 段 階 と を 含 む 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 望 ま し く は 、 こ の 方 法 は さ ら に 、 ポ ン プ 手 段 を 少 な く と も 部 分 的 に 濃 縮 タ ン ク に 沈 め 、
そ れ に よ っ て 、 タ ン ク の 液 面 付 近 か ら 上 澄 み 液 を 汲 み 出 し て 、 供 給 液 を 希 釈 す る 段 階 を 含
む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 望 ま し く は 、 こ の 方 法 は さ ら に 、 １ つ 以 上 の シ ス テ ム パ ラ メ ー タ を 測 定 し 、 測 定 さ れ た
シ ス テ ム パ ラ メ ー タ に 応 じ て 希 釈 液 の 流 量 を 調 節 す る 制 御 手 段 を 設 け る 段 階 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 例 の つ も り の み で 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 を 説 明 す る
。
【 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 望 ま し い 適 用 は 鉱 物 処 理 、 分 離 お よ び 抽 出 の 分 野 で あ り 、 そ れ に よ っ て 細 か く
粉 砕 さ れ た 鉱 石 が 、 水 な ど の 適 切 な 液 状 媒 体 内 で 、 流 れ る こ と と 静 止 状 態 で の 沈 殿 を 可 能
に す る 濃 度 で 、 パ ル プ と し て 懸 濁 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 面 を 参 照 す る と 、 装 置 は 軸 流 ポ ン プ １ を 含 み 、 軸 流 ポ ン プ １ は 、 上 澄 み 液 ２ を 濃 縮 タ
ン ク （ 図 示 し な い ） の 液 面 ３ の 付 近 か ら 正 確 に 注 入 し て 、 フ ィ ー ド ウ ェ ル ４ で 液 体 を 希 釈
す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ポ ン プ １ は 、 上 澄 み 液 中 に 沈 め る カ ッ プ 形 受 液 容 器 ５ を 含 ん で い る 。 ポ ン プ は ま た 、 回

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-532149 A 2005.10.27



転 可 能 な シ ャ フ ト ７ に 取 り 付 け ら れ た 水 中 羽 根 車 ６ を 含 ん で お り 、 こ れ は 容 器 ５ か ら 液 体
を 汲 み 出 し て 、 そ れ を フ ィ ー ド ウ ェ ル ４ へ 注 入 す る 。 シ ャ フ ト ７ は モ ー タ お よ び 関 連 の ギ
ア ボ ッ ク ス （ 図 示 し な い ） に よ り 駆 動 さ れ る 。 ポ ン プ は 、 上 澄 み 液 の 流 量 を 調 節 す る シ ス
テ ム パ ラ メ ー タ に 応 答 す る 。 図 示 の 実 施 例 に お い て 、 流 量 は ポ ン プ の 速 度 を 変 え る こ と に
よ っ て 調 節 さ れ る 。 し か し 、 他 の 実 施 例 に お い て は 、 流 量 は 制 御 弁 も し く は 他 の 手 段 に よ
っ て 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 羽 根 車 ６ お よ び シ ャ フ ト ７ は 、 羽 根 車 の 下 か ら 上 方 へ 延 び る 縦 形 円 筒 チ ャ ン バ ８ 内 に 収
容 さ れ て い る 。 チ ャ ン バ は 上 澄 み 液 の 表 面 ３ よ り も 上 に 延 び て お り 、 そ れ に よ っ て 頂 点 に
お け る 密 封 必 要 条 件 を 克 服 し 、 さ ら に 羽 根 車 ６ の 接 近 と 退 去 を 行 な え る よ う に し て い る 。
チ ャ ン バ は ま た 出 口 ポ ー ト ９ を 含 み 、 出 口 ポ ー ト ９ は 、 羽 根 車 ６ よ り 上 に 配 さ れ 、 汲 み 上
げ た 液 体 を フ ィ ー ド ウ ェ ル ４ の 供 給 管 10へ 送 り 込 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 使 用 中 、 モ ー タ が 作 動 し て シ ャ フ ト ７ お よ び 羽 根 車 ６ を 駆 動 す る 。 羽 根 車 の 回 転 に よ っ
て 上 澄 み 液 を 濃 縮 タ ン ク か ら 汲 み 出 し て 容 器 ５ へ 、 さ ら に チ ャ ン バ ８ ま で 汲 み 出 す 。 こ れ
に よ っ て 濃 縮 タ ン ク 内 の 液 面 と 出 口 ポ ー ト ９ と の 間 の 圧 力 ヘ ッ ド を 増 大 さ せ て 、 液 体 を 出
口 か ら 供 給 管 10へ 押 し 込 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 他 の 実 施 例 に お い て 、 容 器 ５ は そ の 基 盤 に 追 加 の 穴 を 含 み 、 汲 み 出 す べ き 液 体 用 の 追 加
の 通 路 を 作 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 希 釈 装 置 は さ ら に 取 付 フ ラ ン ジ 11を 有 し 、 そ れ を フ ィ ー ド ウ ェ ル の 取 付 ハ ブ 12上 へ ボ ル
ト で 取 り 付 け ら れ る よ う に し て い る 。 さ ら に 他 の 実 施 例 に お い て 、 装 置 を フ ィ ー ド ウ ェ ル
自 体 の 側 面 上 へ ボ ル ト で 取 り 付 け て 、 上 澄 み 液 を 直 接 フ ィ ー ド ウ ェ ル へ 注 入 で き る よ う に
し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 述 の 好 ま し い 実 施 例 に お い て 、 ポ ン プ １ は 軸 流 ポ ン プ で あ る 。 し か し 、 代 わ り の ポ ン
プ の 種 類 も 、 上 澄 み 液 ２ を フ ィ ー ド ウ ェ ル ４ へ 注 入 す る の に 用 い る こ と が で き る こ と は 理
解 さ れ る で あ ろ う 。 ピ ス ト ン 式 ポ ン プ お よ び 真 空 ポ ン プ が 、 使 用 可 能 で あ る 代 わ り の ポ ン
プ の 種 類 の 例 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 示 の 装 置 が 、 濃 縮 装 置 に お い て 供 給 ス ラ リ を 希 釈 す る た め に 、 効 率 的 か つ 正 確 に 調 整
可 能 な 手 段 を 提 供 す る こ と は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。 フ ィ ー ド ウ ェ ル ６ の 液 面 と 濃 縮 タ ン ク
の 液 面 ３ と の 間 の ヘ ッ ド 差 が 同 じ 水 準 に 維 持 さ れ る の で 、 軸 流 ポ ン プ １ は 、 希 釈 上 澄 み 液
を 駆 動 す る た め に は 小 さ な 圧 力 ヘ ッ ド し か 必 要 と し な い 。 装 置 の フ ィ ー ド ウ ェ ル に 対 す る
近 さ が 、 必 要 な 配 管 量 を 減 ら し 、 さ ら に 動 力 消 費 量 も 減 ら す 。 さ ら に 、 装 置 は 比 較 的 き れ
い な 液 体 を 汲 み 出 す の で 、 耐 摩 耗 羽 根 車 を 必 要 と し な い 。 さ ら に 装 置 は 、 凝 集 剤 を 羽 根 車
の 上 流 も し く は 下 流 で 導 入 し て 、 流 れ の 中 で 固 形 粒 子 と 接 触 す る 前 に 、 凝 集 剤 の 分 散 お よ
び 希 釈 を 行 な う こ と が で き る よ う に し て い る 。 こ の 実 施 例 に お い て 、 凝 集 剤 は 穴 13か ら 供
給 管 10に お い て 添 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ ら 全 て の 点 に お い て 、 本 発 明 は 従 来 技 術 に 比 べ 、 実 用 上 お よ び 商 業 上 重 要 な 改 善 を
提 供 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 特 定 の 事 例 を 参 照 し て 説 明 し た が 、 本 発 明 を 多 く の 他 の 形 式 で 具 現 化 す
る こ と が で き る こ と は 当 業 者 に は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 希 釈 装 置 の 、 断 面 で 示 す 側 立 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 希 釈 装 置 を 組 み 込 ん だ 濃 縮 装 置 フ ィ ー ド ウ ェ ル の 平 面 図 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 8月 5日 (2004.8.5)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　

濃 縮 装 置 用 希 釈 装 置 に お い て 、 該 希 釈 装 置 は 、
　 水 中 ポ ン 含 み 、 該 ポ ン

前 記
フ ィ ー ド ウ ェ ル か ら 該 濃 縮 タ ン ク へ 転 送 す る 前 に 希 釈 を 行 な う こ と を 特 徴 と す る 希
釈 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　

【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 流 量 は 、 ポ ン プ 速 度 を 調 節 す る こ と に よ っ て
変 化 さ せ ら れ る こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　

(7) JP 2005-532149 A 2005.10.27

濃 縮 タ ン ク と 、 該 タ ン ク の 上 流 に 配 し て 供 給 液 を 受 け 取 る フ ィ ー ド ウ ェ ル と を 有 す る 方
式 の

プ を プ は 、 少 な く と も 一 部 を 前 記 濃 縮 タ ン ク 内 に 沈 め 、 上 澄 み 希
釈 液 を 該 濃 縮 タ ン ク か ら 直 接 回 収 し 、 該 希 釈 液 を 前 記 供 給 液 へ 注 入 し て 、 該 供 給 液 を

、 そ の

請 求 項 １ に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 該 装 置 は 、 １ つ 以 上 の 選 択 さ れ た シ ス テ ム パ ラ メ
ー タ に 応 答 し て 前 記 希 釈 液 の 流 量 を 調 整 す る 制 御 手 段 を さ ら に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す
る 希 釈 装 置 。

２

請 求 項 １ か ら ３ ま で の い ず れ か に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル は 実 質
的 に 前 記 濃 縮 タ ン ク 内 に 配 置 さ れ 、 前 記 ポ ン プ は 実 質 的 に 該 タ ン ク 内 に 配 置 さ れ 、 該 ポ ン



【 請 求 項 ５ 】
　

【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら ま で の い ず れ か に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 ポ ン 軸 流 ポ ン プ

こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ か ら ま で の い ず れ か に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 ポ ン 用 の 際 に
前 記 希 釈 液 に 沈 ま せ る 一 般 的 な カ ッ プ 形 受 液 容 器 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装 置
。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 ポ ン プ は 羽 根 車 を 含 み 、 該 羽 根 車 は 、 回 転 可
能 な シ ャ フ ト に 取 り 付 け ら れ 、 液 体 を 前 記 受 液 容 器 か ら 汲 み 出 し て 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル へ
注 入 す る こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 シ ャ フ ト は モ ー タ お よ び ギ ア ボ ッ ク ス に よ り
駆 動 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 羽 根 車 お よ び シ ャ フ ト は 、 該 羽 根 車
の 下 か ら 上 方 へ 延 び る 、 一 般 的 に 垂 直 方 向 へ 向 か っ て 伸 び た チ ャ ン バ 内 に 収 納 さ れ る こ と
を 特 徴 と す る 希 釈 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 チ ャ ン バ は 一 般 的 に 円 筒 形 で あ り 、 汲 み 上 げ
た 液 体 を 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル へ 送 り 込 む 出 口 ポ ー ト を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装
置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 １ か ら ま で の い ず れ か に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 希 釈 液 は 前 記 フ ィ ー ド
ウ ェ ル の 供 給 管 へ 注 入 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 １ か ら ま で の い ず れ か に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 希 釈 液 は 直 接 前 記 フ ィ
ー ド ウ ェ ル へ 注 入 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　
　 濃 縮 タ ン ク と 、
　 該 タ ン ク の 上 流 に 配 フ ィ ー ド ウ ェ ル と 、
　 請 求 項 １ か ら 13ま で の い ず れ か に 記 載 の 希 釈 装 置 と を 含
　

【 請 求 項 １ ５ 】
　

【 請 求 項 １ ６ 】
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プ 用 の 全 て の 配 管 お よ び 管 工 作 物 は 該 タ ン ク の 外 周 内 に 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 希 釈 装
置 。

請 求 項 ４ に 記 載 の 希 釈 装 置 に お い て 、 前 記 ポ ン プ は 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル に 隣 接 し て 配 置
さ れ 、 前 記 タ ン ク 内 の 中 間 配 管 お よ び 管 工 作 物 を 最 少 限 度 に す る よ う に し て い る こ と を 特
徴 と す る 希 釈 装 置 。

５ プ は で
あ る

６ プ は 、 使
上 澄 み

７

８

８ ま た は ９

10

11
上 流 の

11

濃 縮 装 置 で あ っ て 、

し て 供 給 液 を 受 け 取 る
ん で い る 濃 縮 装 置 に お い て 、

前 記 水 中 ポ ン プ は 少 な く と も 部 分 的 に 前 記 濃 縮 タ ン ク 内 に 沈 め ら れ 、 上 澄 み 希 釈 液 を 直
接 該 濃 縮 タ ン ク か ら 抜 き 出 し て 、 前 記 希 釈 液 を 前 記 供 給 液 の 中 へ 注 入 し て 、 該 供 給 液 を 該
タ ン ク へ 転 送 す る 前 に こ れ の 希 釈 を 行 な う こ と を 特 徴 と す る 濃 縮 装 置 。

請 求 項 14に 記 載 の 濃 縮 装 置 に お い て 、 該 濃 縮 装 置 は 、 前 記 １ つ 以 上 の 選 択 さ れ た シ ス テ
ム パ ラ メ ー タ に 応 答 し て 前 記 希 釈 液 の 流 量 を 調 整 す る 制 御 手 段 を さ ら に 含 ん で い る こ と を
特 徴 と す る 濃 縮 装 置 。

請 求 項 14ま た は 15に 記 載 の 濃 縮 装 置 に お い て 、 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル は 実 質 的 に 前 記 濃 縮
タ ン ク 内 に 配 さ れ 、 前 記 ポ ン プ は 実 質 的 に 該 タ ン ク 内 に 配 置 さ れ 、 該 ポ ン プ 用 の 全 て の 配
管 お よ び 管 工 作 物 は 実 質 的 に 該 タ ン ク の 外 周 内 に 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 濃 縮 装 置 。



【 請 求 項 １ ７ 】
　

【 請 求 項 １ ８ 】
　

【 請 求 項 １ ９ 】
　 濃 縮 タ ン ク と 、 該 タ ン ク の 上 流 に 配 フ ィ ー ド ウ ェ ル
と を 有 す る 濃 縮 装 置 で 供 給 液 を 希 釈 す る 方 法 に お い て 、 該 方 法 は 、
　 水 中 ポ ン 設 け る 段 階 と 、
　
　 を 前 記
フ ィ ー ド ウ ェ ル か ら 該 タ ン ク へ 転 送 す る 前 に

【 請 求 項 ２ ０ 】
　

【 請 求 項 ２ １ 】
　 請 求 項 に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 ポ ン 軸 流 ポ ン プ こ と を
特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 ま で の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 ポ ン 前 記 希 釈 液 に 沈 め
ら れ る 一 般 的 な カ ッ プ 形 受 液 容 器 を 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 請 求 項 ま で の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に お い て 、 該 方 法 は 、 液 体 を 前 記 受 液 容 器
か ら 汲 み 出 し て 、 こ れ を 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル へ 注 入 す る 更 な る 段 階 を 含 む こ と を 特 徴 と す
る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 請 求 項 ま で の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 希 釈 液 を 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ
ル の 供 給 管 の 中 へ 注 入 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 請 求 項 ま で の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 希 釈 液 を 直 接 前 記 フ ィ ー ド
ウ ェ ル へ 注 入 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 請 求 項 ま で の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に お い て 、 該 方 法 は 、 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル
の 液 面 と 前 記 濃 縮 タ ン ク の 液 面 と の 間 に 比 較 的 小 さ な ヘ ッ ド 差 を 維 持 す る 更 な る 段 階 を 含
む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　

【 請 求 項 ２ ８ 】
　

【 請 求 項 ２ ９ 】
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請 求 項 16に 記 載 の 濃 縮 装 置 に お い て 、 前 記 ポ ン プ は 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル に 隣 接 し て 配 置
さ れ 、 前 記 タ ン ク 内 の 中 間 配 管 お よ び 管 工 作 物 を 最 少 限 度 に す る よ う に し て い る こ と を 特
徴 と す る 濃 縮 装 置 。

請 求 項 16ま た は 17に 記 載 の 濃 縮 装 置 に お い て 、 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル は 実 質 的 に タ ン ク 内
の 中 央 に 配 置 し て い る こ と を 特 徴 と す る 濃 縮 装 置 。

し て 供 給 液 を 受 け る よ う に し て い る

プ を
該 ポ ン プ を 少 な く と も 部 分 的 に 前 記 濃 縮 タ ン ク 内 に 沈 め る 段 階 と 、
該 ポ ン プ を 作 動 さ せ て 上 澄 み 希 釈 液 を 直 接 該 濃 縮 タ ン ク か ら 回 収 し 、 前 記 供 給 液

、 該 希 釈 液 を 該 供 給 液 へ 注 入 し て こ れ の 希 釈
を 行 な う よ う に す る 段 階 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。

請 求 項 19に 記 載 の 方 法 に お い て 、 該 方 法 は 、 １ つ 以 上 の 選 択 さ れ た シ ス テ ム パ ラ メ ー タ
に 応 答 し て 前 記 希 釈 液 の 流 量 を 制 御 す る 段 階 を さ ら に 含 ん で い る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。

19ま た は 20 プ を 型 に し て い る

19か ら 21 プ が

19か ら 22

19か ら 23

19か ら 23

19か ら 25

請 求 項 19か ら 26ま で の い ず れ か に 記 載 の 方 法 に お い て 、 該 方 法 は 、 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル
を 実 質 的 に 前 記 濃 縮 タ ン ク 内 に 配 置 し 、 前 記 ポ ン プ を 実 質 的 に 該 タ ン ク 内 に 配 置 し 、 該 ポ
ン プ 用 の 全 て の 配 管 お よ び 管 工 作 物 を 実 質 的 に 該 タ ン ク の 外 周 内 に 含 有 さ せ る 更 な る 段 階
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。

請 求 項 27に 記 載 の 方 法 に お い て 、 該 方 法 は 、 前 記 ポ ン プ を 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル に 隣 接 し
て 配 置 し 、 そ れ に よ っ て 該 タ ン ク 内 の 中 間 配 管 お よ び 管 工 作 物 を 最 少 限 度 に す る 更 な る 手
段 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。

請 求 項 28ま た は 29に 記 載 の 方 法 に お い て 、 前 記 フ ィ ー ド ウ ェ ル を 実 質 的 に 前 記 タ ン ク 内
の 中 央 に 配 置 す る こ と を 特 徴 と す る 方 法 。



【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 状 懸 濁 物 お よ び パ ル プ 用 の 分 離 装 置 、 と く に 濃 縮 装 置 に お け る オ ー バ フ ロ
ー 液 の 再 生 利 用 に 関 す る も の で あ る 。 こ れ は 主 と し て 液 状 懸 濁 物 か ら 鉱 物 性 パ ル プ を 分 離
す る 用 途 に 開 発 さ れ た も の で あ り 、 こ れ を 以 下 に 本 願 に よ り 説 明 す る 。 し か し 、 本 発 明 は
こ の 特 定 の 用 途 の 分 野 に 限 定 さ れ な い と 理 解 さ れ る 。
【 発 明 の 背 景 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 技 術 に 関 す る 次 の 説 明 は 、 本 発 明 を 、 適 切 な 技 術 に 関 連 さ せ て 開 示 し 、 本 発 明 の 重
要 性 を 適 切 に 理 解 で き る よ う に す る こ と を 意 図 し て い る 。 し か し 、 反 対 の こ と が 明 記 さ れ
て い な い 限 り は 、 本 明 細 書 に お け る い か な る 従 来 技 術 に 対 す る 言 及 も 、 そ の よ う な 技 術 が
広 く 公 知 の も の で あ る こ と 、 ま た は そ れ が 当 分 野 に お け る 一 般 的 常 識 の 一 部 に 成 っ て い る
こ と を 認 め る も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 濃 縮 装 置 は 懸 濁 パ ル プ の 分 離 手 段 と し て 公 知 で あ り 、 鉱 物 処 理 お よ び 抽 出 の 分 野 ば か り
で な く 、 ま た 他 の 産 業 に お い て も 一 般 的 に 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 公 知 の 濃 縮 装 置 は 代 表 的 に は 濃 縮 タ ン ク と フ ィ ー ド ウ ェ ル を 含 ん で い る 。 フ ィ ー ド ウ ェ
ル は チ ャ ン バ を 含 み 、 チ ャ ン バ は 、 供 給 ス ラ リ を 受 け る 入 口 と 、 タ ン ク と 液 体 連 通 し て い
る 出 口 と を 有 す る 。 使 用 中 は 、 凝 集 が タ ン ク に お い て 起 こ り 、 そ れ に よ っ て 比 重 が よ り 大
き い パ ル プ が タ ン ク の 底 に 向 か っ て 沈 殿 す る 傾 向 が あ り 、 濃 縮 パ ル プ の ベ ッ ド を 形 成 し 、
比 重 が よ り 低 い 希 釈 液 が そ れ に よ っ て タ ン ク の 上 部 の 方 向 へ 移 動 さ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 フ ィ ー ド ウ ェ ル は 入 っ て 来 る 供 給 ス ラ リ の 乱 流 を 低 減 さ せ て 、 凝 集 剤 を 液 体 に 混 合 し 、
さ ら に 、 処 理 さ れ た 液 が 濃 縮 タ ン ク へ 注 入 さ れ る 前 に 、 凝 集 剤 と 試 薬 間 の 反 応 に 対 し て 充
分 な 滞 留 時 間 が 与 え ら れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 フ ィ ー ド ウ ェ ル の 構 成 は 、 代 表 的 に は
そ の 出 口 か ら 濃 縮 タ ン ク へ 流 れ る ス ラ リ の 均 一 な 分 布 を 促 進 す る こ と も 意 図 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 供 給 ス ラ リ の 濃 度 は フ ロ ッ ク 形 成 率 と 、 最 適 な 分 離 を 達 成 す る た め に 必 要 な 凝 集 剤 の 投
入 量 率 と に 影 響 を 及 ぼ す 。 こ れ は 、 さ ら に 濃 縮 装 置 の 性 能 に 対 し て 、 凝 集 剤 消 費 量 と 比 較
し た オ ー バ フ ロ ー の 清 澄 度 お よ び ア ン ダ フ ロ ー の 密 度 の 点 で 影 響 を 及 ぼ す 。 し た が っ て 、
フ ィ ー ド ウ ェ ル へ 流 入 す る 供 給 ス ラ リ は 、 最 適 な 結 果 を 達 成 す る た め に 頻 繁 に 希 釈 を 必 要
と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 既 存 の 技 術 は 、 供 給 ス ラ リ の 希 釈 を い く つ か の 方 法 で 達 成 し て い る 。 あ る 方 法 は 上 澄 み
液 も し く は 新 規 の 液 体 を 供 給 流 に ポ ン プ で 送 り 込 む 。 し か し 比 較 的 に 、 よ り 新 し い 方 法 で
は 濃 縮 タ ン ク 内 か ら の 液 体 を 用 い て 供 給 流 を 希 釈 す る 。 こ の 新 規 の 方 法 は 代 表 的 に は 、 差
動 密 度 も し く は 運 動 量 輸 送 の メ カ ニ ズ ム を 採 用 し て 、 液 体 を 濃 縮 タ ン ク か ら 供 給 流 へ 移 動
さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ れ ら の 既 存 の 方 法 の 全 て が 欠 点 を 有 し て い る 。 ポ ン プ を 利 用 し て い る も の は 、 希 釈 液
を 移 送 す る の に か な り の 配 管 工 作 物 お よ び 電 力 を 必 要 と す る 。 反 対 に 、 差 動 密 度 お よ び 運
動 量 輸 送 の メ カ ニ ズ ム を 利 用 し て い る 内 部 シ ス テ ム は 、 相 対 的 に 、 よ り 単 純 で 、 わ ず か の
、 な い し は 、 ま っ た く 電 力 を 必 要 と し な い が 、 全 て の 作 動 条 件 に お い て 正 確 に 希 釈 を 制 御
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す る 手 段 に 欠 け て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 技 術 の 欠 陥 の う ち の 一 つ 以 上 を 克 服 、 も し く は 実 質 的 に 改 良 す る こ と 、
ま た は 少 な く と も 有 用 な 代 替 手 段 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　

　

【 ０ ０ １ １ 】
　

【 ０ ０ １ ２ 】
　

【 ０ ０ １ ３ 】
　

【 ０ ０ １ ４ 】
　

【 ０ ０ １ ５ 】
　

【 ０ ０ １ ６ 】
　
　
　
　
　

【 ０ ０ １ ７ 】
　

【 ０ ０ １ ８ 】
　

【 ０ ０ １ ９ 】
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第 １ の 側 面 に よ れ ば 、 本 発 明 は 、 濃 縮 タ ン ク と 、 供 給 液 を 受 け る よ う に タ ン ク の 上 流 に
配 し た フ ィ ー ド ウ ェ ル と を 有 す る 方 式 の 濃 縮 装 置 用 希 釈 装 置 を 提 供 し 、 希 釈 装 置 は ：

水 中 ポ ン プ を 含 み 、 ポ ン プ は 、 濃 縮 タ ン ク 内 へ 少 な く と も 部 分 的 に 沈 み 、 濃 縮 タ ン ク か
ら 上 澄 み 希 釈 液 を 直 接 回 収 し 、 こ の 希 釈 液 を 供 給 液 へ 注 入 し て 、 供 給 液 を フ ィ ー ド ウ ェ ル
か ら 濃 縮 タ ン ク へ 転 送 す る 前 に そ の 希 釈 を 行 う 。

望 ま し く は 、 装 置 は さ ら に 、 １ つ 以 上 の 選 択 し た シ ス テ ム パ ラ メ ー タ に 応 じ て 希 釈 液 の
流 量 を 調 整 す る 制 御 手 段 を 含 む 。 流 量 は 望 ま し く は 、 ポ ン プ 速 度 を 調 節 し て 変 動 さ せ る 。

好 ま し い 実 施 例 に お い て 、 フ ィ ー ド ウ ェ ル は 実 質 的 に 濃 縮 タ ン ク 内 に 配 置 さ れ 、 ポ ン プ
は 実 質 的 に タ ン ク 内 に 配 置 さ れ 、 ポ ン プ 用 の 全 て の 配 管 お よ び 管 工 作 物 は 主 と し て タ ン ク
の 外 周 内 に 含 ま れ る 。 さ ら に 望 ま し く は 、 こ の ポ ン プ は フ ィ ー ド ウ ェ ル に 隣 接 し て 配 置 し
て 、 タ ン ク 内 の 中 間 配 管 お よ び 管 工 作 物 を 最 少 限 度 に す る よ う に し て い る 。

ポ ン プ は 望 ま し く は 軸 流 ポ ン プ で あ っ て 、 使 用 時 に 上 澄 み 希 釈 液 に 沈 め る 一 般 的 な カ ッ
プ 形 受 液 容 器 を 含 ん で い る 。 さ ら に 、 ポ ン プ は 望 ま し く は 、 回 転 可 能 な シ ャ フ ト 上 に 据 え
つ け た 羽 根 車 を 含 み 、 こ れ に よ り 、 液 体 を 受 液 容 器 か ら 汲 み 出 し て フ ィ ー ド ウ ェ ル へ 注 入
す る 。 シ ャ フ ト は 望 ま し く は モ ー タ お よ び ギ ア ボ ッ ク ス に よ り 駆 動 す る 。

さ ら に 望 ま し く は 、 羽 根 車 お よ び シ ャ フ ト は 、 羽 根 車 の 下 か ら 上 方 へ 延 び て い る 一 般 的
に 垂 直 方 向 に 伸 び た チ ャ ン バ 内 に 収 納 さ れ る 。 チ ャ ン バ は 望 ま し く は 円 筒 形 で あ り 、 く み
上 げ た 液 体 を フ ィ ー ド ウ ェ ル の 中 へ 送 り 込 む 出 口 ポ ー ト を 含 む 。

１ つ の 好 ま し い 実 施 例 に お い て 、 希 釈 液 は フ ィ ー ド ウ ェ ル の 上 流 の 供 給 管 へ 注 入 さ れ る
。 し か し 、 他 の 実 施 例 に お い て は 、 希 釈 液 は 直 接 フ ィ ー ド ウ ェ ル へ 注 入 さ れ る 。

第 ２ の 側 面 に よ れ ば 、 本 発 明 は 濃 縮 装 置 を 提 供 し 、 こ の 濃 縮 装 置 は ：
濃 縮 タ ン ク と 、
タ ン ク の 上 流 に 配 さ れ て 供 給 液 を 受 け 取 る フ ィ ー ド ウ ェ ル と 、
前 述 の 希 釈 装 置 と を 含 み 、
水 中 ポ ン プ を 濃 縮 タ ン ク 内 に 少 な く と も 部 分 的 に 沈 め て 、 上 澄 み 希 釈 液 を 濃 縮 タ ン ク か

ら 直 接 回 収 し 、 希 釈 液 を 供 給 液 へ 注 入 し て 、 供 給 液 を タ ン ク へ 転 送 す る 前 に 、 そ の 希 釈 を
行 う 。

望 ま し く は 、 濃 縮 装 置 は 、 さ ら に １ つ 以 上 の 選 択 し た シ ス テ ム パ ラ メ ー タ に 応 じ て 希 釈
液 の 流 量 を 調 整 す る 制 御 手 段 を 含 む 。

好 ま し い 実 施 例 に お い て 、 フ ィ ー ド ウ ェ ル は 実 質 的 に 濃 縮 タ ン ク 内 に 配 置 さ れ 、 ポ ン プ
は 実 質 的 に タ ン ク 内 に 配 置 さ れ 、 ポ ン プ 用 の 全 て の 配 管 お よ び 管 工 作 物 は 、 実 質 的 に タ ン
ク の 外 周 内 に 含 ま れ る 。 さ ら に 望 ま し く は 、 ポ ン プ は フ ィ ー ド ウ ェ ル に 隣 接 し て 配 置 し て
、 タ ン ク 内 の 中 間 の 配 管 お よ び 管 工 作 物 を 最 少 限 度 に す る 。 フ ィ ー ド ウ ェ ル は 、 望 ま し く
は 実 質 的 に タ ン ク 内 の 中 央 に 配 置 さ れ る 。

第 ３ の 側 面 に よ れ ば 、 本 発 明 は 、 濃 縮 装 置 内 で 供 給 液 を 希 釈 す る 方 法 を 提 供 し 、 濃 縮 装



　
　
　

【 ０ ０ ２ ０ 】
　

【 ０ ０ ２ １ 】
　

【 ０ ０ ２ ２ 】
　

【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ こ で 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 、 例 の つ も り の み で 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 を 説 明 す る
。
【 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の 望 ま し い 適 用 は 鉱 物 処 理 、 分 離 お よ び 抽 出 の 分 野 で あ り 、 そ れ に よ っ て 細 か く
粉 砕 さ れ た 鉱 石 が 、 水 な ど の 適 切 な 液 状 媒 体 内 で 、 流 れ る こ と と 静 止 状 態 で の 沈 殿 を 可 能
に す る 濃 度 で 、 パ ル プ と し て 懸 濁 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 面 を 参 照 す る と 、 装 置 は 軸 流 ポ ン プ １ を 含 み 、 軸 流 ポ ン プ １ は 、 上 澄 み 液 ２ を 濃 縮 タ
ン ク （ 図 示 し な い ） の 液 面 ３ の 付 近 か ら 正 確 に 注 入 し て 、 フ ィ ー ド ウ ェ ル ４ で 液 体 を 希 釈
す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ポ ン プ １ は 、 上 澄 み 液 中 に 沈 め る カ ッ プ 形 受 液 容 器 ５ を 含 ん で い る 。 ポ ン プ は ま た 、 回
転 可 能 な シ ャ フ ト ７ に 取 り 付 け ら れ た 水 中 羽 根 車 ６ を 含 ん で お り 、 こ れ は 容 器 ５ か ら 液 体
を 汲 み 出 し て 、 そ れ を フ ィ ー ド ウ ェ ル ４ へ 注 入 す る 。 シ ャ フ ト ７ は モ ー タ お よ び 関 連 の ギ
ア ボ ッ ク ス （ 図 示 し な い ） に よ り 駆 動 さ れ る 。 ポ ン プ は 、 上 澄 み 液 の 流 量 を 調 節 す る シ ス
テ ム パ ラ メ ー タ に 応 答 す る 。 図 示 の 実 施 例 に お い て 、 流 量 は ポ ン プ の 速 度 を 変 え る こ と に
よ っ て 調 節 さ れ る 。 し か し 、 他 の 実 施 例 に お い て は 、 流 量 は 制 御 弁 も し く は 他 の 手 段 に よ
っ て 調 節 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 羽 根 車 ６ お よ び シ ャ フ ト ７ は 、 羽 根 車 の 下 か ら 上 方 へ 延 び る 縦 形 円 筒 チ ャ ン バ ８ 内 に 収
容 さ れ て い る 。 チ ャ ン バ は 上 澄 み 液 の 表 面 ３ よ り も 上 に 延 び て お り 、 そ れ に よ っ て 頂 点 に
お け る 密 封 必 要 条 件 を 克 服 し 、 さ ら に 羽 根 車 ６ の 接 近 と 退 去 を 行 な え る よ う に し て い る 。
チ ャ ン バ は ま た 出 口 ポ ー ト ９ を 含 み 、 出 口 ポ ー ト ９ は 、 羽 根 車 ６ よ り 上 に 配 さ れ 、 汲 み 上
げ た 液 体 を フ ィ ー ド ウ ェ ル ４ の 供 給 管 10へ 送 り 込 む 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 使 用 中 、 モ ー タ が 作 動 し て シ ャ フ ト ７ お よ び 羽 根 車 ６ を 駆 動 す る 。 羽 根 車 の 回 転 に よ っ
て 上 澄 み 液 を 濃 縮 タ ン ク か ら 汲 み 出 し て 容 器 ５ へ 、 さ ら に チ ャ ン バ ８ ま で 汲 み 出 す 。 こ れ
に よ っ て 濃 縮 タ ン ク 内 の 液 面 と 出 口 ポ ー ト ９ と の 間 の 圧 力 ヘ ッ ド を 増 大 さ せ て 、 液 体 を 出
口 か ら 供 給 管 10へ 押 し 込 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 他 の 実 施 例 に お い て 、 容 器 ５ は そ の 基 盤 に 追 加 の 穴 を 含 み 、 汲 み 出 す べ き 液 体 用 の 追 加
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置 は 、 濃 縮 タ ン ク と 、 タ ン ク の 上 流 に 配 置 し て 供 給 液 を 受 け 取 る よ う に し た フ ィ ー ド ウ ェ
ル と を 有 し 、 こ の 方 法 は ：

水 中 ポ ン プ を 設 け る 段 階 と 、
少 な く と も 部 分 的 に 濃 縮 タ ン ク 内 に ポ ン プ を 沈 め る 段 階 と 、
ポ ン プ を 作 動 さ せ て 濃 縮 タ ン ク か ら 直 接 上 澄 み 液 を 回 収 し 、 希 釈 液 を 供 給 液 へ 注 入 し て

、 供 給 液 を フ ィ ー ド ウ ェ ル か ら タ ン ク へ 転 送 す る 前 に 、 そ の 希 釈 を 行 な う 段 階 と を 含 む 。

望 ま し く は 、 本 方 法 は さ ら に 、 １ つ 以 上 の 選 択 し た シ ス テ ム パ ラ メ ー タ に 応 じ て 希 釈 液
の 流 量 を 制 御 す る 段 階 を 含 む 。

望 ま し く は 、 本 方 法 は 、 フ ィ ー ド ウ ェ ル の 液 面 と 濃 縮 タ ン ク の 液 面 間 の ヘ ッ ド 差 を 比 較
的 小 さ く 保 つ 段 階 も 含 む 。

好 ま し い 実 施 例 に お い て 、 本 方 法 は 、 フ ィ ー ド ウ ェ ル を 実 質 的 に 濃 縮 タ ン ク 内 に 配 置 し
、 ポ ン プ を 実 質 的 に タ ン ク 内 に 配 置 し 、 ポ ン プ 用 の 配 管 お よ び 管 工 作 物 を 実 質 的 に タ ン ク
の 外 周 内 に 含 有 さ せ る 段 階 を 含 む 。 さ ら に 望 ま し く は 、 ポ ン プ を フ ィ ー ド ウ ェ ル に 隣 接 し
て 配 置 し 、 タ ン ク 内 の 中 間 配 管 お よ び 管 工 作 物 を 最 少 限 度 に す る よ う に し て い る 。



の 通 路 を 作 っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 希 釈 装 置 は さ ら に 取 付 フ ラ ン ジ 11を 有 し 、 そ れ を フ ィ ー ド ウ ェ ル の 取 付 ハ ブ 12上 へ ボ ル
ト で 取 り 付 け ら れ る よ う に し て い る 。 さ ら に 他 の 実 施 例 に お い て 、 装 置 を フ ィ ー ド ウ ェ ル
自 体 の 側 面 上 へ ボ ル ト で 取 り 付 け て 、 上 澄 み 液 を 直 接 フ ィ ー ド ウ ェ ル へ 注 入 で き る よ う に
し て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 上 述 の 好 ま し い 実 施 例 に お い て 、 ポ ン プ １ は 軸 流 ポ ン プ で あ る 。 し か し 、 代 わ り の ポ ン
プ の 種 類 も 、 上 澄 み 液 ２ を フ ィ ー ド ウ ェ ル ４ へ 注 入 す る の に 用 い る こ と が で き る こ と は 理
解 さ れ る で あ ろ う 。 ピ ス ト ン 式 ポ ン プ お よ び 真 空 ポ ン プ が 、 使 用 可 能 で あ る 代 わ り の ポ ン
プ の 種 類 の 例 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 示 の 装 置 が 、 濃 縮 装 置 に お い て 供 給 ス ラ リ を 希 釈 す る た め に 、 効 率 的 か つ 正 確 に 調 整
可 能 な 手 段 を 提 供 す る こ と は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。 フ ィ ー ド ウ ェ ル ６ の 液 面 と 濃 縮 タ ン ク
の 液 面 ３ と の 間 の ヘ ッ ド 差 が 同 じ 水 準 に 維 持 さ れ る の で 、 軸 流 ポ ン プ １ は 、 希 釈 上 澄 み 液
を 駆 動 す る た め に は 小 さ な 圧 力 ヘ ッ ド し か 必 要 と し な い 。 装 置 の フ ィ ー ド ウ ェ ル に 対 す る
近 さ が 、 必 要 な 配 管 量 を 減 ら し 、 さ ら に 動 力 消 費 量 も 減 ら す 。 さ ら に 、 装 置 は 比 較 的 き れ
い な 液 体 を 汲 み 出 す の で 、 耐 摩 耗 羽 根 車 を 必 要 と し な い 。 さ ら に 装 置 は 、 凝 集 剤 を 羽 根 車
の 上 流 も し く は 下 流 で 導 入 し て 、 流 れ の 中 で 固 形 粒 子 と 接 触 す る 前 に 、 凝 集 剤 の 分 散 お よ
び 希 釈 を 行 な う こ と が で き る よ う に し て い る 。 こ の 実 施 例 に お い て 、 凝 集 剤 は 穴 13か ら 供
給 管 10に お い て 添 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ ら 全 て の 点 に お い て 、 本 発 明 は 従 来 技 術 に 比 べ 、 実 用 上 お よ び 商 業 上 重 要 な 改 善 を
提 供 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 、 本 発 明 を 特 定 の 事 例 を 参 照 し て 説 明 し た が 、 本 発 明 を 多 く の 他 の 形 式 で 具 現 化 す
る こ と が で き る こ と は 当 業 者 に は 理 解 さ れ る で あ ろ う 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 に よ る 希 釈 装 置 の 、 断 面 で 示 す 側 立 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 希 釈 装 置 を 組 み 込 ん だ 濃 縮 装 置 フ ィ ー ド ウ ェ ル の 平 面 図 で あ る 。
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